







































































































在は研究部がテーマ設定と 8 月号の編集をおこなっている。分析の第 1 視点は編集組織と体制である。










　第 1 期（第 1 〜 4 回）授業の原理的追求：社会科教育の基本的なあり方について検討され、注入主義
や系統主義が批判され、目標・方法・内容の統一に原理に立つ問題解決学習の積極的評価が行われた。
　第 2 期（第 5 〜 8 回）社会科の授業過程の各分節の検討：教材研究・指導計画・授業展開・評価と
いった授業過程の各分節がどのように具体化されるかが検討された。




　第 4 期（第16 〜 25回）人間回復の過程—価値の多元化の原理の具体的考察：授業が＜人間回復の過
程—価値の多元化＞という原理からとらえられ、その原理の具体化されるあり方が、子どもの基礎的な
力・可能性・人間らしさ・思考の成熟といった観点から検討された。
　第 5 期（第26 〜 30回）個の奥深い把握と評価：子どもを奥深くとらえるという課題にもとづいて、評
価の問題を再びとりあげ、第30回大会において本会を「個を育てる教師のつどい」と再規定し、改めて子
どもの成長過程の究明を今後の課題として確認したのである。
　第 6 期（第31 〜 37回）個の確立を促す問題解決学習の授業の探求：個の確立を促す問題解決学習の
授業のあり方が具体的な教材・子どもの視野・子ども相互の関わり、関心・意欲の視点から追求された。
例：第33回「個の確立をうながす授業の創造−子どもの視野をゆたかにする教材」
　第 7 期（第38 〜 41回）混迷する社会と情報化社会における社会における問題解決学習の探求：情報化
社会を迎え、混迷する社会における知やコミュニケーションのあり方が追求された。例：第39回「情報社
会における問題解決学習の展開−経験・知・コミュニケーションのあり方をさぐる−」


























　第 1 期：昭和22年〜 26年　　「試案」として示された時期
　第 2 期：昭和33年〜 43年　　法的拘束力を強くもった時期






































　全国研究集会で提案される研究授業の記録は、次の 3 つを基礎としている。第 1 は、学校を基礎とし
て、学校の方針に即して授業の単元が構想され、その授業が実践される。そして、中核となる授業は学校
の分析視点から検討され、評価される。そのような長期の検討を重ねた実践が全国大会で提案される。第









　第 1 期は、1958年（第 1 回）から1961年（第 5 回）である。第1期では、『考える子ども』は1959年
では 2 月、 4 月、 6 月、 7 月、 9 月、11月の年 6 回、1960年では 1 月、 3 月、 5 月、 7 月、 9 月、11
月の年 6 回である。 7 月号で集会の予告があり、 8 月に全国研究集会がなされ、その研究集会の報告が
9 月号でなされている。
　第 2 期は、1962年（第 6 回）−1976（第19回）である。第 2 期では『考える子ども』は、 1 月、 3 月、
5 月、 7 月、 9 月、11月の年 6 回発行されている。 3 月号、 5 月号、 7 月号で実践報告がなされ、その
実践報告を資料に 8 月の研究集会において検討がなされる。そして 9 月号で研究集会でなされた各部会
の報告がなされる。
　第 6 回大会は、1962年 8 月 4 日− 6 日長野の安代温泉で全国研究集会が開催されている。 8 月 4 日
（午後）に全体会議と分科会および総会がなされている。 8 月 5 日には､ 午前の分科会と午後の分科会と
全体会、そして夜に懇親会がなされている。 8 月 6 日の午前の全体会において各分科会の報告がなされて
いる。
　第 3 期は、1977年（第20回）から1991年（第34回）までである。『考える子ども』は、1977年から 1
月、 3 月、 5 月、 7 月、 9 月、11月の年 6 回であるが、 6 月に特別号として実践記録が発行され、全国
研究集会者に配布されている。この特別号には通し番号はつけられていない。 3 月号で全国研究集会の予
告が、 5 月号でその日程が告知され、 6 月に特別号が配布される。 7 月号で全国集会の詳細な日程が知ら
され、その特別号を資料に 8 月に研究集会が開催され、その報告が 9 月号でなされている。
　第20回大会は、1977年 8 月 7 日から10日まで静岡県の西熱海ホテルで開催されている。研究集会は 8
月 7 日から 9 日まで、第 1 日が、授業提案者の説明、夕食、その後の分科会、第 2 日が分科会、夕食と
その後の重松・上田を囲む会、第 3 日の午前に分科会と全体会（講演）がなされている。その後、会員協






　第 4 期は、1992年（第35回）以降現在まである。1977年に『考える子ども』は 1 月、 3 月、 5 月、 7
月、 8 月、 9 月、11月の年 7 回の発行となり、 5 月号に予告と申し込み書が、 7 月号にテーマ別研究会
の提案が、 8 月号に提案としての実践記録が掲載される。 7 月号と 8 月号は同時に発行され、それらを














　第 4 期（第16 〜 25回）は、「人間回復の過程—価値の多元化の原理の具体的考察」であり、第17回大
会（1974）において、愛知県新城市立東郷東小学校に勤務していた渡辺富士男が、小 6 「大正から昭和
へ『戦争への道』」の実践提案をしている。 同じ期の第24回（1981年）に、旧愛知県鳳来町立東陽小学校
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